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　 整式 f (x)について，恒等式 f (x2)=x3f (x+1)-2x4+2x2が成り立つとする。
⑴ f (0)，f (1)，f (2)の値を求めよ。
⑵ f (x)の次数を求めよ。
⑶ f (x)を決定せよ。 （東京都立大）

　 座標平面上に原点 O，点A(5，2)，点 B(11，10)がある。条件AP･BP=0

を満たす点 P(x，y)の軌跡を求めよ。さらに，qOPuの最大値と最小値，およ
びそのときの Pの座標をそれぞれ求めよ。 （長崎大）

　 実数 a，bを係数とする関数 f (x)=x4+ax3+bx2について，次の問いに答え
よ。
⑴ y=f (x)のグラフを Cとする。点 (1，f (1))における接線 lの式を a，bを
用いて表せ。
⑵ ⑴の接線 lは点 (-2，f (-2))においても Cに接している。このとき，a，
bの値を求めよ。
⑶ ⑵のとき，Cと lで囲まれた部分の面積を求めよ。 （京都産業大）

 関係式 f 1(x)=-x+2，f n+1(x)=
2

3
w1

-2
(x+t)f n(t)dt (n=1，2，3，……)

により関数 f n(x)を定める。
⑴ f 2(x)を求めよ。
⑵ 各 nについて f n(x)=anx+bnにより定数 an，bnを定める。
ⅰ　an+1，bn+1を an，bnを用いて表せ。
ⅱ　各 nについて cn=an-bnとするとき，数列 {cn}の一般項を求めよ。
　ⅲ　f n(x)を求めよ。 （愛媛大）
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　a，b を実数とする。xy平面内で，点 (0，3)を中心とする円 Cと放物線

 y=-
x2

3
+ax-bが点 P( 3 ，0)を共有し，さらに Pにおける接線が一致

している。
⑴ a，b の値を求めよ。

⑵ 円 C，放物線 y=-
x2

3
+ax-b および y軸で囲まれた部分の面積を求め

よ。 （京都大）

⑴ 不等式 3

10
<log102<

4

13
を証明せよ。ただし，必要であれば，

　210=1024，213=8192を用いてよい。
⑵ ⑴を用いて，2100は何桁の数か答えよ。
⑶ log102が無理数であることを証明せよ。 （岐阜大）

　 xを正の実数とし，座標平面上に 3点 A(x，0)，B(-2，2)，C(-3，3)を

とる。直線ABと直線ACのなす角を i とする。ただし，0<i<
r

2
とする。

⑴ tani を xで表せ。
⑵ x>0における tani の最大値およびそのときの xの値を求めよ。

（北海道大）

　xが任意の実数値をとるとき， x+2

x2+2x+16
のとりうる値の範囲を求めよ。

（改 関西学院大）

　 円 x2+(y-1)2=1を C，円 (x-2)2+(y-1)2=1を C0とする。C，C0，x軸
に接する円を C1とする。C，C1，x軸に接し C0と異なる円を C₂ とし，こ
れを繰り返して C，Cn，x軸に接し Cn-1と異なる円を Cn+1とする。また，
円 Cnの半径を anとする。

⑴ a1を求めよ。

⑵ bn=
1

an
とするとき，数列 {bn}の満たす漸化式を求めよ。

⑶ 数列 {an}の一般項を求めよ。 （信州大）
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　 直線 l：y=px+qが，放物線 y=x2と円 C：x2+(y+1)2=1の両方に接し
ている。ただし，p>0とする。次の問いに答えよ。

⑴ pと qを求めよ。
⑵ 放物線 y=x2と円 Cの両方に接する直線は，直線 lと x軸以外にもう 1

本存在する。この直線をmとするとき，直線 l，直線mの上側に中心があっ
て，直線 l，直線m，円 Cのすべてと接する 2つの円について，中心の座標
をそれぞれ求めよ。 （成城大）

　 右の図のような辺の長さが 1である正五角形 ABCDE

がある。ACとBEの交点をF，BEの長さを pとする。
⑴ pの値を求めよう。∠BAE= ア °である。また，
　∠AEB=∠ABE= イ °なので，∠CAD= ウ °
　以上より，∠EAF=∠EFA= エ °となり，
△EAFは二等辺三角形である。
このことより，BF=AF= オ p- カ
　また，△ABEと△FABは相似なので，p= キ となる。
⑵ △ACDの面積を pを用いて表してみよう。

　cos∠CAD=
ク p2- ケ
コ p2 より，sin∠CAD=

サ p2- シ
ス p2

したがって，△ACDの面積は サ p2- シ
セ

となる。 （松山大）

　 実数 a，bに対して，f (x)=a(x-b)2とおく。ただし，aは正とする。放物
線 y=f (x)が直線 y=-4x+4に接している。

⑴ bを aを用いて表せ。
⑵ 0≦x≦2において，f (x)の最大値M(a)と，最小値m(a)を求めよ。
⑶ aが正の実数を動くとき，M(a)の最小値を求めよ。 （神戸大）

　 n段の階段を上るのに，1歩で 1段，2段，または 3段を上ることができる
とする。この階段の上り方の総数を anとおく。たとえば，a1=1，a2=2，

　a3=4である。
⑴ a4，a5の値を求めよ。
⑵ an，an+1，an+2，an+3 (n≧1)の間に成り立つ関係式を求めよ。
⑶ a10の値を求めよ。 （千葉大）
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　 実数の間の等式 3
5 2 +7 -

3
5 2 -7 =2 ……(＊)を以下の手順に従って

示せ。
⑴ 係数が整数である xの 3次方程式で x= 3

5 2 +7 -
3

5 2 -7が解にな
るものを 1つ求めよ。
⑵ ⑴で求めた 3次方程式を解くことにより，等式 (＊)を証明せよ。

（東北大）

　 四面体ABCDにおいてACと BDが垂直となる必要十分条件は
AD2+BC2=AB2+CD2であることを示せ。 （愛媛大）

　 a，bを実数とし，P=a4-4a2b+b2+3bとおく。
⑴ すべての実数 bに対して P≧0となるような aの値の範囲を求めよ。
⑵ すべての実数 aに対して P≧0となるような bの値の範囲を求めよ。

（岡山理科大）

　 aは定数で a>1とし，点 (a，0)を通る傾きmの直線と円 x2+y2=1が異な
る 2点A，Bで交わる。

⑴ mの値の範囲を求めよ。
⑵ ⑴で求めた範囲をmが動くとき，線分ABの中点の軌跡を求めよ。

（旭川医科大）

　 nを自然数とする。An=2n+n2，Bn=3n+n3とおく。Anを 3で割った余
りを anとし，Bnを 4で割った余りを bnとする。

⑴ An+6-Anは 3で割り切れることを示せ。
⑵ 1≦n≦2018かつ an=1を満たす nの個数を求めよ。
⑶ 1≦n≦2018かつ bn=2を満たす nの個数を求めよ。 （神戸大）
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　 nは自然数とする。2つの変量 x，yの n個のデータ (x1，y1)，(x2，y2)，
(x3，y3)，……，(xn，yn)が与えられている。xの平均値は x=16，分散

は sx2=3であり，yの平均値は y=3，分散は sy2=
2

3
である。xと yの共

分散を sxyとおく。さらに，z=2x-3yで新たな変量 zを作る。zのデー
タは zi=2xi-3yi (i=1，2，……，n)である。このとき，zの平均値 zは
z= ア となり，zの分散 sz2を sxyを用いて書き表すと sz2= イ となる。
また，xと zの共分散 sxzを sxyを用いて書き表すと sxz= ウ となる。xと y
の相関係数を rxy，xと zの相関係数を rxz，yと zの相関係数を ryzとおき，
R=(rxz)

2+(ryz)
2とおく。もし，rxy=0ならば Rの値は R= エ となる。も

し，rxy=1ならば Rの値は R= オ となる。 （同志社大）

　 nを 2以上の自然数とする。1個のさいころを続けて n回投げる試行を行い，
出た目を順に X1，X2，……，Xnとする。

⑴　X1，X2，……，Xnの最大公約数が 3となる確率を nの式で表せ。
⑵　X1，X2，……，Xnの最大公約数が 1となる確率を nの式で表せ。

（北海道大）

 実数全体を定義域とする関数 f (x)を，f (x)=3wx
x-1

(t+qtu)(t+qtu-1)dtに

よって定める。
⑴ f (x)を xの値について場合分けをして，xの多項式で表せ。
⑵ 座標平面上に y=f (x)のグラフをかけ。
⑶ xがすべての実数を動くときの f (x)の最小値を求めよ。 （慶應義塾大）

△ABCの重心を G，外接円の中心を Eとする。
⑴ GA+GB+GC=0を示せ。
⑵ EA+EB+EC=EHとなるように点Hをとると，点Hは△ABCの垂心
であることを示せ。
⑶ E，G，Hは一直線上にあり，EG：GH=1：2であることを示せ。

（山梨大）
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　 aを定数とする。放物線 y=x2+aと関数 y=4qx-1u-3のグラフとの共有
点の個数を求めよ。 （大阪府立大）

　 1から 20までの 20枚の番号札がある。この中から 2枚選ぶとき，選ばれた
番号の和が偶数となる選び方は ア 通りであり，3の倍数となる選び方は
イ 通りである。また，3枚選ぶとき，選ばれた番号の和が 3の倍数となる
選び方は ウ 通りである。 （甲南大）

　 a1=1，a2n=2a2n-1，a2n+1=a2n+2n-1 (n=1，2，3，……)で定義される数
列 {an}について，次の問いに答えよ。

⑴ 第 2n項 a2nと第 (2n+1)項 a2n+1を求めよ。

⑵
2n

/
k=1

akを求めよ。 （山口大）

　 座標平面上の放物線 C1：y=x2と円 C2：x2+(y-b)2=a2 (a>0，b>0)に
ついて，次の問いに答えよ。

⑴ b=
1

2
のとき，C1と C2の共有点の個数を求めよ。

⑵ b=1のとき，C1と C2の共有点が 4個になるような aの範囲を求めよ。
（東京電機大）

　 どのような自然数 a，bを用いても x=3a+8bと表すことのできない最大の
自然数 xは ア である。また x=3a+8b (a，bは自然数)と表すことので
きない自然数 xは イ 個ある。 （摂南大）

　 右図のような 1辺の長さが 2の立方体
ABCD-EFGHに対して，対角線 AGと DFの
交点を Oとする。線分AO上の点 Pと線分 DO上
の点 Qが OQ=2AP-1を満たしながら動くとき，
△OPQの面積の最大値を求めよ。ただし点 P，Q

は点 Oとは一致しないものとする。 （千葉大）
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　 立方体の 6面を，赤，青，黄，緑，白，黒の 6色を用いて塗ることを考える。
ただし，立方体を回転してすべての面の色の並びが同じであれば，同じ塗り
方であるとする。
⑴ 　1つの面を赤に，その向かい合う面を青に塗り，残りの 4面を黄，緑，白，
黒の 4色すべてを用いて塗る場合，その塗り方は ア 通りある。そのうち，
白と黒とが向かい合う面に塗られているのは イ 通りあり，白と黒とが隣
り合う面に塗られているのは ウ 通りある。

⑵ 　6面を赤，青，黄，緑，白，黒の 6色すべてを用いて塗る場合，その塗り
方は エ 通りある。

⑶ 　1つの面を赤に，その向かい合う面を青に塗り，残りの 4面を赤，黄，緑，
白の 4色すべてを用いて塗る場合，その塗り方は オ 通りある。
向かい合う 2面を赤で塗り，残りの 4面を青，黄，緑，白の 4色すべてを用
いて塗る場合，その塗り方は カ 通りある。
6面のうち 2面を赤で塗り，残りの 4面を青，黄，緑，白の 4色すべてを用
いて塗る場合，その塗り方は キ 通りある。 （京都産業大）

　 f (x)=x3-xとし，関数 y=f (x)のグラフを Cとする。
⑴　C上の点 (t，f (t))における Cの接線の方程式を求めよ。
⑵ 　t]t′のとき，点 (t，f (t))における Cの接線と点 (t ′，f (t ′))における C
の接線は異なることを示せ。

⑶　Cの接線で点 T 2

3
，-

2

3
Yを通るものの方程式をすべて求めよ。

⑷ 　点 (u，v)を通る Cの接線が 3本存在するための u，vの満たすべき条件
を求めよ。また，その条件を満たす点 (u，v)の存在範囲を図示せよ。

（鹿児島大）

　 nを 3以上の自然数とする。n次多項式 (x+1)#(x+2)#……#(x+n)を
展開し，xkの係数を akとおく (k=0，1，2，……，n)。
⑴　an-1を nを用いて表せ。
⑵　n=5のとき，a3の値を求めよ。
⑶　an-2を nを用いて表せ。 （中央大）
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　 右の図のように，AB=x，AD=y，AE=zである
直方体ABCD-EFGHが空間内にある。直方体の
対角線AGの長さを 3，表面積 Sを 16とする。

⑴　x+y+zの値を求めよ。
⑵ 　y+zと yzを xの式で表し，xを用いて y，zを解
とする tの 2次方程式を作れ。
⑶ 　xの値のとりうる範囲を求めよ。
⑷ 　この直方体の体積を Vとするとき，Vの最大値および最小値を求めよ。
　また，そのときの xの値を求めよ。 （長崎大）

　 xy平面において，連立不等式
　　0≦x≦r，0≦y≦r，2sin(x+y)-2cos(x+y)≧ 2

　の表す領域を Dとする。
⑴　Dを図示せよ。
⑵　点 (x，y)が領域 Dを動くとき，2x+yの最大値と最小値を求めよ。

（大阪大）

　 xyz空間の原点を中心とする半径 1の球面を Sとし，P(x0，y0，z0)は，
N(0，0，1)とは異なる S上の点であるとする。Nと Pを通る直線上の点 Q

に対し，　(＊)　NQ=tNP

　を満たす実数 tが定まる。このとき，次の問いに答えよ。
⑴ 　Nと Pを通る直線上の点 Qが xy平面上にあるとき，(＊)を満たす tを z0

を用いて表せ。
⑵ 　⑴の Qの座標を x0，y0，z0を用いて表せ。
⑶ 　Sと平面 z=a (0<a<1)とが交わってできる図形を Cとする。点 Pが C
上を動くとき，Pに対する⑴の点 Qの軌跡を求めよ。 （富山大）

　 等式 T1+
1

a
YT1+

1

b
YT1+

1

c
Y=2を満たす正の整数の組 (a，b，c)で

a≧b≧cを満たすものをすべて求めよ。 （鳥取大）
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　 aを定数とする。xについての方程式 x2+(a+2)x-
1

2
a+5=0が異なる 2

つの実数解をもち，2つの実数解のうち，少なくとも 1つが-4<x<0の範
囲にあるとき，aのとりうる値の範囲を求めよ。 （改 摂南大）

　 aを実数とし，座標平面上に 2点A(a，0)，B(3，1)があるとき，次の問い
に答えよ。
⑴　2点A，Bから等距離にある点の軌跡を表す方程式を aを用いて表せ。
⑵ 　線分ABの垂直二等分線を lとする。aが実数全体を動くとき，直線 lが
通る点 (x，y)の全体を図示せよ。

⑶ 　aが a≧0の範囲を動くとき，線分 ABの垂直二等分線 lが通る点 (x，y)
の全体を図示せよ。 （同志社大）

　a，bを実数とし，整式 f (x)=x3+ax2+bxを考える。
⑴　a，bを f (1)，f (-1)を用いて表せ。
⑵　f (1)と f (-1)がともに整数であれば，すべての整数 nに対して，f (n)

　も整数となることを証明せよ。 （関西大）

　連立不等式 2x-y≧0，y≧0，x2+y2≦5が表す領域を Dとする。
⑴ 　点 P(x，y)が D内を動くとき，2x+yの最大値と，最大値を与える点の
座標を求めよ。
⑵　次の条件を満たす実数 aの範囲を求めよ。
　　条件： 点 P(x，y)が D内を動くとき，点A(1，2)において ax+yが最大

値をとる。 （学習院大）

　 △ABCにおいて，頂点Aから直線 BCに下ろした垂線の長さは 1，頂点 B

から直線 CAに下ろした垂線の長さは 2 ，頂点 Cから直線 ABに下ろし
た垂線の長さは 2である。このとき，△ABCの面積と，内接円の半径，お
よび，外接円の半径を求めよ。 （千葉大）
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